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本

庄

総

子

は
　
じ
　
め
　
に

　
『
令
集
解
』
は
奈
良
時
代
中
期
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
か
け
て
の
令
解
釈

を
集
成
し
た
私
撰
注
釈
書
で
あ
り
、
官
撰
注
釈
書
た
る
『
令
義
解
』
の
所
説

の
み
な
ら
ず
、
法
家
の
諸
説
を
並
べ
収
め
て
い
る
た
め
、
当
蒔
の
令
の
解
釈

や
運
用
等
を
知
る
上
で
有
用
な
史
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。　

『
令
集
解
』
に
か
か
る
研
究
は
、
収
め
ら
れ
て
い
る
法
家
の
諸
説
、
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

わ
ち
令
私
記
に
関
す
る
も
の
を
は
じ
め
、
用
語
法
に
関
す
る
も
の
、
格
式
と

　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
関
係
を
論
じ
た
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
中
で
も
令
私
記
に
つ
い
て
は

多
く
の
研
究
が
あ
り
、
そ
の
成
立
年
代
、
作
者
、
解
釈
の
姓
格
な
ど
が
論
じ

ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
井
上
光
貞
氏
が
著
し
た
「
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

本
律
令
の
成
立
と
そ
の
注
釈
書
」
が
い
わ
ば
集
大
成
と
し
て
存
在
す
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

れ
以
降
、
『
令
集
解
』
の
書
誌
学
的
研
究
が
あ
り
、
ま
た
索
引
等
が
相
次
い

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

で
発
刊
さ
れ
た
こ
と
で
、
『
令
集
解
』
研
究
は
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
と
も

言
え
る
が
、
そ
の
一
方
、
噸
令
集
解
』
の
構
造
を
論
じ
る
研
究
は
一
段
落
を

み
た
ご
と
く
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
『
令
集
解
』
、
就
中
、
こ
れ
を
構
成
す
る
令
私
記
の
研
究
に
つ
い

て
は
、
い
ま
だ
不
十
分
な
点
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
た
と
え
ば
、
男
達
私
記

の
差
異
は
、
令
私
記
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
性
格
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

個
々
の
解
釈
に
具
体
の
差
違
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
大
宝
令
か
ら
養
老
令

へ
の
移
行
や
、
個
々
の
格
の
施
行
か
ら
説
明
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

情
勢
の
変
化
に
注
目
し
て
令
私
記
の
変
遷
に
論
及
し
た
研
究
も
さ
れ
て
い
る

が
、
令
私
記
は
、
そ
の
成
立
年
代
に
約
百
年
も
の
幅
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
の

時
代
は
、
ま
さ
に
日
本
の
法
体
系
が
整
え
ら
れ
て
い
く
時
代
と
重
な
り
あ
う

も
の
で
あ
る
の
で
、
令
私
記
の
解
釈
態
度
の
違
い
に
も
、
こ
う
し
た
法
体
系

の
変
化
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
今

行
事
と
い
う
『
令
集
解
聴
に
頻
出
す
る
語
句
に
着
議
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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こ
の
変
化
の
　
端
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
①
た
と
え
ば
、
西
宮
｝
民
「
令
集
解
所
引
明
古
記
臨
に
つ
い
て
」
（
糊
国
語
国
文
撫

　
　
二
七
…
＝
、
一
九
五
八
年
）
。

　
②
宮
城
栄
昌
欄
延
喜
式
の
研
究
論
述
編
輪
（
大
修
館
書
震
、
一
九
五
七
年
）
。

　
③
目
本
思
想
体
系
魍
律
令
輪
（
岩
波
書
店
、
｝
九
七
六
年
）
所
収
。

　
④
　
た
と
え
ば
、
石
上
英
～
「
『
令
集
解
撫
金
沢
文
庫
本
の
再
検
討
」
（
咽
日
本
古
代

　
　
史
料
学
睡
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
。
初
出
、
一
九
七
九
年
）
、
水
本
浩

　
　
典
「
『
令
集
解
隔
諸
本
の
系
統
的
研
究
」
轟
令
集
解
臨
写
本
に
関
す
る
一
考
察
駄

　
　
（
『
律
令
註
釈
書
の
系
統
的
研
究
瞼
、
塙
書
蕩
、
一
九
九
一
年
。
初
出
、
一
九
七
九

　
　
年
、
一
九
八
O
年
）
。

　
⑤
水
本
浩
典
・
柴
田
博
子
・
村
尾
和
義
編
隅
令
集
解
総
索
引
』
（
高
科
書
店
、
㎝

　
　
九
九
一
年
）
、
奥
村
郁
三
編
『
令
集
解
所
引
漢
籍
備
考
暁
（
関
西
大
学
畠
版
部
、
二

　
　
〇
〇
〇
年
）
。

　
⑥
押
部
佳
周
『
日
本
律
令
成
立
の
研
究
臨
第
二
部
「
令
注
釈
書
の
成
立
過
程
」

　
　
（
塙
書
房
、
一
九
八
～
年
）
。

第
；
早
　
令
解
釈
に
お
け
る
「
今
行
寮
」

1
　
「
今
行
事
」
の
表
記

　
今
行
事
は
、
官
司
内
の
慣
行
を
指
す
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
令

集
解
』
所
収
の
各
令
私
記
の
姓
格
を
論
じ
る
の
に
利
用
さ
れ
た
り
、
格
式
成

立
と
の
関
係
か
ら
論
じ
ら
れ
た
り
と
、
『
令
集
解
臨
に
現
れ
る
語
句
の
中
で

も
特
に
多
く
論
及
さ
れ
て
き
た
。
今
行
事
は
令
の
規
定
や
そ
の
解
釈
を
離
れ

て
、
当
時
の
実
情
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
律
令
運
営
の

実
態
を
知
る
た
め
の
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
行
事
の
定
義

に
つ
い
て
は
先
行
学
説
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
今
行
事
の
用

例
を
精
査
し
、
令
の
解
釈
に
お
け
る
今
行
事
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
た
い
。

　
『
令
集
解
』
に
は
、
今
行
事
と
表
記
さ
れ
る
も
の
の
外
に
、
こ
れ
に
類
す

る
語
句
と
し
て
、
時
行
事
、
今
時
行
事
な
ど
が
現
れ
る
。
ま
た
、
出
現
頻
度

が
低
く
若
干
様
相
も
異
に
す
る
が
、
於
今
、
今
行
状
、
今
時
人
、
時
人
、
今

時
、
頃
年
行
事
な
ど
の
語
句
も
存
す
る
。
更
に
、
た
だ
「
行
事
扁
と
の
み
記

さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
も
今
行
事
に
類
似
す
る
も
の
と
認
め
て
よ
い
も
の

　
　
①

が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
便
宜
上
、
こ
れ
ら
を
総
称
す
る
に
門
構
行
事
」
と
括

弧
付
き
で
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
今
行
事
」
は
相
当
数
に
及
ぶ
が
、
で
は
、
異
な
る
表
記
の
語
句
同
士
、

た
と
え
ば
今
行
事
と
時
行
事
の
間
で
侮
ら
か
の
使
い
分
け
は
さ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
「
今
」
と
「
時
」
の
問
に
字
義
上
の
差
異
は
な
い
も
の
と
考
え

　
　
　
②

ら
れ
る
が
、
先
行
学
説
に
は
、
こ
こ
に
差
異
を
見
い
だ
し
、
論
を
展
開
し
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
宮
城
栄
昌
氏
は
、
今
行
事
と
時
行
事
の
違

い
に
つ
い
て
、
同
一
法
学
者
が
時
に
よ
り
漫
然
と
異
な
っ
た
用
語
を
用
い
た

と
は
思
わ
れ
な
い
と
さ
れ
、
今
行
事
と
時
行
事
の
分
布
や
令
私
記
に
現
れ
る

門
今
行
事
」
の
比
較
か
ら
、
今
行
事
に
比
べ
て
時
行
事
に
は
慣
行
の
時
間
的
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③

継
続
性
が
あ
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
中
田
薫
氏
は
、
「
今

行
事
」
は
法
例
に
根
拠
す
る
関
係
官
司
の
現
行
法
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
も

し
民
間
慣
習
の
総
括
的
名
称
を
い
う
と
き
は
、
今
時
、
と
い
う
に
と
ど
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
し
て
、
語
句
の
用
法
に
差
異
有
り
と
論
ぜ
ら
れ
た
。

　
管
見
の
限
り
で
は
、
噸
令
集
解
』
中
に
今
行
事
は
八
一
例
、
時
行
事
は
四

〇
例
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
今
行
事
六
五
例
、
時
行
事
二
八
例

は
、
四
大
注
釈
書
と
呼
ば
れ
る
古
記
、
令
釈
、
跡
記
及
び
穴
記
と
い
う
4
種

の
令
私
記
の
中
に
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
古
記
に
は
今
行
事
四
四
例
、
穴
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
は
時
行
事
二
一
例
と
、
令
私
記
に
よ
っ
て
用
語
に
偏
り
が
あ
る
。

　
古
記
に
は
1
例
だ
け
時
行
事
が
現
れ
る
（
禄
令
初
任
主
思
）
。
し
か
し
こ

の
時
行
事
だ
け
が
、
特
に
時
問
的
継
続
性
が
あ
る
慣
行
と
見
る
の
は
困
難
で

あ
る
。
古
記
は
他
に
も
今
行
状
（
神
祇
令
神
戸
条
）
や
今
時
人
（
戸
令
幽
霊

条
）
の
よ
う
に
、
今
行
事
に
類
す
る
多
様
な
語
を
用
い
て
い
る
。
少
な
く
と

も
古
記
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
用
語
に
明
確
な
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い

た
か
ど
う
か
、
疑
問
で
あ
る
。

　
ま
た
、
公
式
令
認
書
式
窯
跡
記
で
は
、

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
今
行
事
。
詔
書
副
二
官
符
【
下
機
。
依
二
古
全
乳
レ
改
。

と
あ
る
の
に
対
し
、
公
式
令
勅
旨
式
条
令
釈
で
は
、

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
時
行
事
録
送
。
此
前
令
録
署
名
。
伍
因
循
耳
。

と
あ
る
。
黒
革
と
跡
記
で
は
、
令
釈
の
方
が
先
に
成
立
し
て
い
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
令
釈
で
は
前
池
1
1
大
宝
令
の
規
定
を
「
時
行
事
」
と
称
し
、
無

記
は
「
今
行
事
」
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
時
間
的
継
続
性
に
よ
る
差
異

と
い
う
宮
城
説
は
、
こ
の
点
か
ら
も
疑
わ
し
い
。

　
さ
ら
に
、
賦
役
令
調
雄
壮
砂
漏
門
具
注
国
郡
里
戸
主
姓
名
」
の
項
で
は
、

　
　
穴
云
。
三
四
こ
入
。
共
合
成
。
各
注
二
姓
名
山
奥
煙
管
須
二
並
注
刈
即
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
レ
依
レ
文
。
国
郡
司
不
レ
注
二
姓
名
↓
但
今
行
事
別
書
。
問
。
戸
主
若
有
二

　
　
息
角
一
品
静
注
。
答
。
依
レ
文
。
不
レ
可
レ
魚
影
。
両
頭
者
。
今
単
二
外
端
↓

　
　
不
レ
注
一
一
鼠
輩
一
望
。
此
違
レ
令
歎
。
答
。
可
二
然
善
箆
鷺
注
二
年
号
一
巻
足

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
レ
為
レ
験
。
故
時
行
事
。
不
レ
労
レ
注
一
奥
端
国
郡
里
戸
主
姓
多
量
。

と
あ
り
、
今
行
事
と
時
行
事
が
同
　
箇
所
に
並
び
存
し
て
い
る
。
こ
の
穴
記

に
よ
る
と
、
今
行
事
で
は
令
に
定
め
の
な
い
国
郡
司
の
姓
名
を
注
し
、
時
行

事
で
は
令
所
定
の
国
郡
里
戸
主
姓
名
を
記
す
の
は
端
端
の
み
で
、
も
う
片
方

の
端
で
あ
る
奥
端
に
は
注
さ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
し
時
行
事
の
ほ
う

が
「
時
間
的
継
続
性
が
あ
る
」
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
奥
端
に
国
郡
里
戸
主
姓

名
を
注
さ
な
い
と
い
う
方
式
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
あ
と
に
国
郡

司
の
姓
名
を
注
す
る
と
い
う
方
式
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
で
は
実
際
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
（
首
端
）
□
□
国
□
口
郡
［
H
H
H
目
細
布
壱
端
寝
癖
五
尺
専
当
国
司

　
　
大
操
垂
ハ
ロ
天
平
勝
宝
□
羅
臼
月

　
　
（
尾
端
）
朝
下
郡
満
禄
郷
戸
主
命
部
広
□
調
細
布
壱
端
長
四
声
二
尺
天
平
勝
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宝
八
歳
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

右
は
天
平
勝
宝
年
間
、
調
布
に
記
さ
れ
た
銘
文
で
あ
る
。
国
名
が
見
え
ず
、

若
干
略
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
の
例
で
は
奥
端
（
目
尾
端
）
に
戸
主
の

姓
名
が
記
さ
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
時
行
事
の
方
式
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の

に
対
し
、
国
郡
司
の
姓
名
は
注
さ
れ
て
お
り
、
今
行
事
の
方
式
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
国
郡
司
の
姓
名
の
有
無
と
奥
端
の
注
の
有
無
は
、
あ

る
時
期
を
境
に
は
っ
き
り
と
方
式
が
変
化
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、

上
記
の
よ
う
な
一
例
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
今
行
事
に
比
べ
て
時
行
事
の
方
が

慣
行
と
し
て
の
時
間
的
継
続
性
が
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、
喪
葬
令
王
位
以
上
条
は
、
令
に
規
定
さ
れ
た
特
定
の
者
以
外
は
墓

を
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
古
記
に

以
下
の
よ
う
な
解
釈
が
あ
る
。

　
　
古
記
云
。
以
外
不
レ
合
。
謂
諸
王
諸
臣
四
位
以
下
。
皆
不
レ
得
レ
営
レ
墓
。

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
今
行
事
濫
作
耳
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
令
に
反
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
行
事
と
表
記
さ
れ
て

い
る
。
中
田
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
例
は
今
時
と
表
記
さ
れ
る
べ
き

も
の
だ
が
、
古
記
は
そ
の
よ
う
な
区
別
は
し
て
い
な
い
。

　
以
上
に
よ
り
、
今
行
事
と
時
行
事
の
使
い
分
け
と
し
て
各
令
私
記
間
で
通

用
す
る
尺
度
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
は
勿
論
の
こ
と
、
一

の
令
私
記
中
に
あ
っ
て
も
、
裁
然
と
語
句
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
か

ど
う
か
は
極
め
て
怪
し
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
一
方
、
「
今
行
事
」
は
、
『
令
集
解
』
撰
者
（
も
し
く
は
そ
れ
よ
り
後
世
の

者
）
に
よ
っ
て
随
所
に
さ
し
は
さ
ま
れ
た
も
の
だ
と
い
う
説
が
奥
村
郁
三
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
よ
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
は
、
今
行
事
が
各
令
私
記
に
よ
り
直
接
挙

用
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
通
説
を
否
定
し
、
集
解
撰
定
当
時
、
も
し
く

は
そ
れ
以
後
に
、
統
一
的
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
し
て
お
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
説
に
は
従
い
が
た
い
よ
う
に
思
う
。
氏
は
、
令
私
記
各
説

が
文
体
や
解
釈
の
方
針
な
ど
の
点
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
と
見
受
け
ら

れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
門
今
行
事
扁
と
い
う
用
語
な
い
し
は
表
現
だ
け
が

古
記
以
来
、
各
時
期
を
通
じ
て
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と

は
難
し
い
か
ら
、
今
行
事
は
各
令
私
記
か
ら
は
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
る
。
し
か
し
、
「
今
行
事
」
に
は
以
上
見
て
き
た
と
お
り
、
今
行
事
、
時

行
事
、
於
今
な
ど
多
様
な
表
記
が
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
「
各
時
期

を
通
じ
て
共
通
し
て
用
い
ら
れ
た
用
語
な
い
し
は
表
現
」
な
ど
で
は
な
い
の

で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
「
今
行
事
」
と
い
う
語
句
が
（
多
少
表
記
を
異
に
し

な
が
ら
も
）
用
い
ら
れ
続
け
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
と
お

り
、
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
）
。

　
ま
た
『
令
集
解
』
に
は
、
同
｝
内
容
の
「
今
行
事
」
が
、
同
～
の
条
文
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

同
一
の
項
の
解
釈
に
重
複
し
て
現
れ
る
こ
と
が
亭
々
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
重
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複
が
頻
出
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
「
今
行
事
漏
が
『
令
集
解
』
撰

者
（
も
し
く
は
後
世
の
者
）
に
よ
っ
て
さ
し
は
さ
ま
れ
た
も
の
だ
と
す
る
奥

村
説
に
矛
盾
す
る
。
や
は
り
「
今
行
事
」
は
各
令
私
記
成
立
当
時
、
そ
の
作

者
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
直
接
に
挙
用
さ
れ
た
も
の
、
も
し
く
は
そ
の
作
者
が

引
用
す
る
別
の
説
の
中
で
、
当
該
説
の
成
立
当
時
に
挙
用
さ
れ
た
も
の
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
「
今
行
事
」
は
、
特
に
使
い
分
け
も
な
い
多
様
な
表
記
で
、
各
法
家
に
よ

り
直
接
挙
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

2

「
今
行
事
」
と
法
的
根
拠

　
「
今
行
事
」
は
当
時
の
官
司
内
の
慣
行
を
指
す
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の

「
慣
行
」
が
具
体
的
に
い
か
な
る
も
の
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
諸
説
一
致
を

見
て
い
な
い
。

　
滝
川
政
次
郎
氏
は
、
養
老
律
令
施
行
下
、
大
宝
律
令
の
規
定
が
官
庁
内
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

慣
行
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
時
行
事
と
い
う
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

た
し
か
に
、
「
今
行
事
」
に
大
宝
令
の
規
定
に
よ
る
も
の
が
存
す
る
の
は
確

　
　
　
　
⑩

か
で
あ
る
が
、
勿
論
す
べ
て
の
「
今
行
事
」
が
そ
う
で
あ
る
訳
で
は
な
い
。

中
田
薫
氏
は
、
集
解
諸
家
の
用
語
例
で
は
「
今
行
事
扁
も
「
例
」
と
同
じ
く

令
意
に
背
く
官
司
内
当
時
の
慣
行
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
や
は
り
「
例
」

と
同
じ
く
格
に
よ
っ
て
の
み
変
更
し
山
べ
き
、
職
制
、
選
叙
、
租
法
に
関
す

る
事
項
に
他
な
ら
ず
、
官
司
内
部
で
恣
い
ま
ま
に
定
め
ら
れ
た
慣
例
で
は
な

い
と
し
て
、
「
今
行
事
」
は
法
的
な
根
拠
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

⑪る
。
一
方
、
岩
橋
小
輩
太
氏
は
、
令
の
修
正
も
格
の
改
訂
も
な
く
と
も
、
令

の
施
行
の
姿
は
た
え
ず
動
揺
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
令
意
に
反
し
て
施
行

さ
れ
る
よ
う
に
も
な
る
、
こ
れ
を
「
今
行
事
」
と
い
う
の
だ
と
し
て
お
ら
れ

⑫る
。
ま
た
、
宮
城
栄
昌
氏
は
、
「
今
行
事
」
を
格
式
の
成
立
過
程
に
位
置
づ

け
る
と
と
も
に
、
「
今
行
事
」
は
当
時
の
慣
習
法
で
あ
り
、
社
会
の
現
実
的

要
求
か
ら
発
し
て
い
る
点
で
式
の
姓
質
を
帯
び
る
も
の
だ
っ
た
が
、
し
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

そ
れ
が
式
と
な
る
に
は
改
め
て
成
文
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
中
田
氏
の
説
と
岩
橋
氏
の
説
は
、
門
今
行
事
」
が
法
的
な
根
拠
を
も
つ
も

の
か
否
か
と
い
う
点
で
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
宮
城
氏
の
説

は
、
門
今
行
事
扁
に
一
定
の
法
的
効
力
は
認
め
て
い
る
も
の
の
、
成
文
法
に

対
す
る
と
こ
ろ
の
慣
習
法
と
の
位
置
付
け
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
「
今
行
事
」
と
表
記
さ
れ
る
も
の
の
中
に
、
法
令
に
根
拠
を
も

つ
ど
こ
ろ
か
、
明
ら
か
な
違
法
行
為
ま
で
も
含
ま
れ
る
こ
と
前
述
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
ま
た
以
下
の
よ
う
な
例
も
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
考
課
令
衛
府
最
条
「
部
統

有
方
偏
の
項
で
は
、

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
然
今
行
事
。
或
量
レ
状
降
。
或
依
二
十
分
一
婦
。
光
一
【
定
例
一
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
あ
り
、
禄
謡
初
任
官
条
で
も
、
「
不
定
」
と
さ
れ
る
時
行
事
が
あ
り
、
ま
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⑮

た
「
不
知
」
と
さ
れ
る
今
行
事
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
令
文
解
釈
上
、
説
の
分

か
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
実
際
に
官
司
で
行
わ
れ
て
い
る
方
式
も
一
定
し
て

い
な
か
っ
た
り
、
そ
も
そ
も
実
例
が
存
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
「
今
行
事
」
が
存
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
こ
れ
ら
が
法
的
な

根
拠
を
も
つ
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
証
に
他
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
「
今
行
事
」
に
は
明
ら
か
に
法
的
な
根
拠
を
も
た
な
い

も
の
が
存
す
る
。
し
か
し
、
全
て
の
「
今
行
事
」
の
内
容
が
成
文
法
の
慮
外

に
あ
っ
た
か
と
い
う
と
そ
う
と
も
言
え
な
い
。

　
「
今
行
事
」
の
中
に
は
、
格
に
対
応
す
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
田
令

官
戸
奴
碑
条
の
古
記
に
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

　
　
問
。
家
人
奴
碑
六
年
以
上
。
同
良
人
給
不
。
答
。
与
二
良
人
｝
同
。
皆
六

　
　
年
以
上
給
レ
之
。
但
今
行
事
。
賎
十
二
年
以
上
給
レ
之
。

本
来
な
ら
、
家
人
や
奴
碑
は
六
才
以
上
に
な
れ
ば
口
分
田
を
班
給
さ
れ
る
が
、

こ
の
今
行
事
で
は
十
二
才
以
上
に
班
給
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
格
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

よ
っ
て
正
式
に
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
選
叙
令
国
博
士
条
で
は
、
国
博
士
と
医
師
は
当
国
内
で
取
り
用
い

る
べ
き
旨
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「
若
禿
者
。
得
三
三
国
通
取
」
と
さ
れ
、

そ
の
項
に
は
以
下
の
よ
う
な
解
釈
が
見
え
る
。

　
　
釈
云
。
豊
国
出
血
当
国
者
。
皆
為
二
傍
国
4
島
傍
国
元
者
。
取
二
暴
ム

　
　
充
。
式
部
例
。
従
二
朝
廷
「
補
任
者
。
考
限
叙
法
章
節
二
内
分
番
「
也
。
古

　
　
記
云
。
傍
国
謂
非
二
当
国
｝
者
。
皆
為
二
立
国
殉
若
妻
国
光
者
。
取
二
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
人
｝
充
也
。
問
。
長
門
習
得
｝
於
津
国
取
一
不
。
答
。
得
。
但
今
行
事
。

　
　
従
二
朝
廷
補
任
耳
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

こ
の
今
行
事
に
対
応
す
る
格
も
実
際
に
出
て
い
る
。
こ
の
格
は
国
博
士
に
つ

い
て
の
み
規
定
し
た
も
の
だ
が
、
お
そ
ら
く
医
師
に
つ
い
て
も
当
国
及
び
肥

代
に
ふ
さ
わ
し
い
者
無
け
れ
ば
朝
廷
か
ら
補
任
す
る
と
し
た
格
が
、
こ
の
国

博
士
の
制
よ
り
も
さ
ほ
ど
隔
た
ら
な
い
時
期
に
出
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
職
員
令
内
膳
司
条
「
典
膳
六
人
。
掌
造
供
御
膳
」
の
項
の
解
釈

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
穴
云
。
非
二
自
就
レ
手
造
一
也
。
率
二
膳
面
一
令
二
領
造
押
耳
。
引
二
大
膳
再
々

　
　
面
一
為
レ
謹
耳
。
時
行
事
。
以
一
一
高
橋
阿
曇
生
名
負
人
一
任
者
名
目
奉
膳
司

　
　
以
二
他
人
「
任
者
為
レ
正
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

当
該
時
行
事
の
内
容
は
勅
に
よ
り
正
式
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
『
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

無
権
鵬
に
も
収
め
ら
れ
た
。

　
「
今
行
事
」
は
「
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
」
で
あ
る
が
た
め
に
、
必

然
的
に
格
や
式
、
諸
司
例
な
ど
に
対
応
す
る
内
容
の
も
の
が
多
い
。
そ
の
た

め
「
今
行
事
」
は
、
一
見
、
格
式
の
先
躍
や
慣
習
法
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
明
ら
か
に
法
に
反
す
る
「
今
行

事
レ
も
あ
り
、
法
家
が
そ
れ
ぞ
れ
門
今
行
事
」
を
挙
用
す
る
時
に
は
、
そ
れ

が
い
か
な
る
法
的
な
効
力
を
有
し
て
い
る
か
な
ど
は
関
心
の
外
に
あ
る
と
み
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る
べ
き
で
あ
る
。

3

令
解
釈
の
手
法
と
し
て
の
今
行
事

　
「
今
行
事
」
は
様
々
な
表
記
で
現
れ
る
が
、
表
記
が
違
っ
て
も
そ
の
実
質

に
差
違
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
か
に
は
後
世
の
格
式
に
対
応
す
る
「
今
行

事
」
も
あ
る
が
、
令
私
記
が
「
今
行
事
」
を
挙
げ
て
論
を
展
開
す
る
と
き
、

「
今
行
事
」
そ
の
も
の
の
法
的
効
力
は
云
々
さ
れ
て
い
な
い
。
「
今
行
事
」

を
形
式
面
か
ら
定
義
す
れ
ば
、
「
実
際
の
律
令
運
用
の
あ
り
方
と
し
て
法
家

が
記
し
た
も
の
」
と
で
も
す
る
し
か
な
い
。

　
し
か
し
、
古
記
か
ら
穴
記
、
成
立
年
代
に
約
百
年
も
の
幅
が
あ
る
各
令
私

記
間
に
お
い
て
、
連
綿
と
門
今
行
事
」
が
（
多
少
表
記
を
異
に
し
な
が
ら

も
）
用
い
ら
れ
続
け
て
い
る
と
い
う
点
は
注
目
し
て
よ
い
。
「
今
行
事
」
が
、

塁
壁
私
記
の
作
者
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
共
通
の
認
識
の
も
と
用
い
ら
れ
て

い
た
の
は
確
か
で
あ
り
、
そ
れ
は
当
時
の
法
家
か
ら
法
家
へ
と
受
け
継
が
れ

て
い
た
。
そ
れ
で
い
て
そ
の
表
記
は
一
定
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
内
容
も
多
岐

に
わ
た
る
。
要
す
る
に
、
「
今
行
事
」
は
、
法
家
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
令

解
釈
の
一
手
法
な
の
で
あ
る
。
古
記
は
今
行
事
を
、
寒
点
は
時
行
事
を
好
む

と
い
う
よ
う
な
表
記
上
の
偏
り
は
、
法
家
問
の
教
授
の
系
譜
の
違
い
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
令
解
釈
の
手
法
の
代
表
格
に
「
挙
軽
明
重
扁
が
あ
る
。
た
と
え
ば
公
式
令

外
官
赴
任
条
「
子
弟
年
廿
一
以
上
」
の
項
の
義
解
で
は
、

　
　
謂
。
子
孫
弟
姪
也
。
不
レ
三
二
父
祖
伯
叔
之
類
甲
者
。
挙
軽
明
重
之
義
也
。

と
あ
る
。
外
官
が
赴
任
す
る
と
き
に
連
れ
て
行
け
な
い
者
と
し
て
、
令
文
は

「
子
弟
年
骨
一
以
上
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
「
子
弟
扁
と
は
子
や
孫
な
ど

後
輩
の
者
を
い
う
。
父
祖
伯
叔
な
ど
に
つ
い
て
は
規
定
し
て
い
な
い
が
、
子

や
孫
を
連
れ
て
行
け
な
い
と
い
う
の
は
最
低
限
を
記
し
た
も
の
だ
か
ら
、
父

祖
伯
叔
な
ど
は
当
然
連
れ
て
行
け
な
い
、
と
す
る
勿
論
解
釈
と
も
い
う
べ
き

手
法
で
あ
る
。

　
こ
の
手
法
の
場
合
も
、
表
記
と
し
て
は
「
挙
軽
明
重
」
、
「
早
筆
知
重
」
、

「
挙
軽
崇
重
」
、
「
挙
賎
喜
喜
」
な
ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
ま
た
こ

の
手
法
を
用
い
る
令
私
記
も
、
義
解
（
四
例
）
、
古
記
（
四
例
）
、
令
釈
（
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

例
）
、
穴
記
（
五
例
）
な
ど
様
々
で
あ
る
。

　
こ
の
「
胆
管
明
認
」
に
比
べ
、
「
今
行
事
」
は
多
少
素
朴
な
印
象
を
受
け

は
す
る
が
、
共
に
解
釈
の
手
法
と
し
て
法
家
の
問
で
受
け
継
が
れ
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
律
令
解
釈
の
舟
倉
と
し
て
、
律
令
施
行
の
あ
り
方
を
記
す
例
は
、
古
記
か

ら
義
解
ま
で
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
令
意
に
即
す
れ
ば
「
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
あ
る
べ
き
」
と
い
う
観
念
的
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
し
、
ま
た
格

な
ど
で
定
め
ら
れ
た
方
式
を
そ
の
ま
ま
引
載
し
て
い
る
だ
け
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
、
実
際
に
そ
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
た
か
、
少
な
く
と
も
義
解
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や
令
私
記
の
文
面
を
見
て
い
る
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
。
そ
う

し
た
中
、
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
（
と
し
て
令
私
記
作
者
が
記
し
た
も

の
）
で
あ
る
こ
と
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の
が
こ
の
「
今
行
事
」
と
い
う
法
解

釈
の
手
法
な
の
で
あ
る
。

　
①
「
行
事
」
は
多
義
の
語
で
あ
っ
て
、
大
ま
か
に
分
類
す
る
と
、
①
具
体
的
な
手

　
　
続
き
や
職
務
遂
行
の
方
式
、
②
各
宮
司
な
ど
、
世
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
方
式
、

　
　
③
職
掌
、
④
宮
入
等
の
勤
務
実
績
、
と
い
っ
た
用
例
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
②
に
属

　
　
す
る
も
の
は
今
行
事
に
類
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
②
「
今
行
事
」
の
中
に
は
今
時
行
事
と
い
う
も
の
も
あ
り
、
門
今
」
と
「
時
」
が

　
　
容
易
に
結
び
つ
く
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
噛
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
時
代
は
下
る
が
、

　
　
噸
日
本
三
代
実
録
臨
元
慶
七
年
（
八
八
三
）
十
一
月
五
日
戊
申
条
の
勅
に
は
「
望

　
　
請
。
顕
功
当
時
。
遺
例
後
代
扁
と
の
記
事
が
見
え
る
。
こ
こ
で
の
「
当
時
」
は

　
　
「
後
代
」
に
対
す
る
語
で
あ
り
、
「
当
時
」
が
蒙
こ
を
表
す
例
と
な
る
。

　
③
宮
城
栄
昌
『
延
喜
式
の
研
究
論
述
編
暁
（
大
修
館
書
店
、
一
九
五
七
年
）
、
二

　
　
八
ニ
ペ
ー
ジ
。

　
④
　
中
田
蕾
螺
「
古
法
難
…
観
」
（
噸
法
潮
史
込
畑
集
』
第
四
｛
巻
、
醐
二
三
轟
雷
店
、
　
一
九
編
ハ
四
年

　
　
初
出
一
法
国
史
研
究
臨
　
一
、
一
九
五
一
年
）
。

　
⑤
今
行
事
及
び
時
行
事
を
、
四
大
注
釈
書
ご
と
に
集
計
す
る
と
次
の
表
の
と
お
り

　
　
と
な
る
。

⑥
糊
正
倉
院
宝
物
銘
文
集
成
輪
第
三
編
調
庸
関
係
銘
文
三
五
号
。

⑦
奥
村
郁
三
「
令
集
解
に
お
け
る
「
今
行
事
」
に
つ
い
て
」
（
『
関
西
大
学
法
学
論

　
集
隔
一
三
－
四
、
五
、
六
合
島
影
、
一
九
七
三
年
）
。

⑧
田
令
班
田
条
二
三
太
政
官
」
の
項
、
田
令
置
富
田
条
「
謂
中
々
戸
以
上
戸
」
の

　
項
、
考
課
令
内
外
官
条
「
並
集
対
読
扁
の
項
。

⑨
滝
川
政
次
郎
『
律
令
の
概
究
㎞
（
刀
江
書
院
、
　
九
＝
＝
年
）
、
一
五
四
ペ
ー
ジ
。

⑩
職
員
令
左
京
職
条
「
器
杖
」
の
項
、
公
式
令
詔
書
式
条
「
詑
施
行
偏
の
項
な
ど
。

⑪
中
田
薫
前
掲
論
文
。

⑫
暑
気
小
彌
太
㎎
律
令
叢
説
㎏
（
吉
川
弘
文
館
、
｝
九
七
二
年
）
、
｝
七
七
ペ
ー
ジ
。

⑬
宮
城
栄
昌
前
掲
書
、
二
八
一
ペ
ー
ジ
。

⑭
禄
令
初
任
官
条
。

⑮
喪
葬
令
官
人
従
臣
条
「
皆
給
殖
轍
調
度
」
の
項
。

⑯
『
二
日
本
紀
』
養
老
七
年
（
七
二
三
）
十
一
月
癸
亥
条
。

⑰
凹
続
日
本
紀
幽
大
宝
三
年
（
七
〇
一
二
）
三
月
了
丑
条
。

⑱
『
続
日
本
紀
腕
神
護
景
雲
二
年
置
七
六
八
）
二
月
癸
巳
条
。

⑲
四
延
喜
式
』
式
部
上
内
膳
司
条
。

⑳
二
二
に
は
門
挙
雪
明
重
」
等
を
用
い
た
例
が
見
え
な
い
。
偶
然
か
、
そ
れ
と
も

　
学
派
を
異
に
し
た
か
。

⑳
　
宮
城
栄
昌
前
掲
沓
、
二
八
六
ペ
ー
ジ
讐
義
解
は
三
皇
の
正
当
な
解
釈
を
堅
持
す

　
る
立
場
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
解
釈
が
現
行
の
慣
例
と
は
異
る
場
合
が
あ
る
こ
と
も

　
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
」

第
二
章
　
令
私
記
に
お
け
る
「
今
押
4
7
事
」
の
挙
用
態
度

　
　
「
今
行
事
一
は
令
解
釈
の
手
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
各

法
家
の
間
に
は
「
今
行
事
」
を
挙
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
定
の
共
通
す
る

認
識
は
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
今
行
事
」
を
各
車
私
記
ご
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と
に
見
て
い
く
と
、
そ
の
挙
用
の
仕
方
に
は
各
令
私
記
間
で
差
違
が
あ
る
。

以
下
、
主
な
令
私
記
ご
と
に
そ
の
挙
用
の
態
度
を
論
じ
、
そ
の
差
異
の
意
義

を
明
ら
か
に
し
た
い
。

蓬
　
古

記

（
1
）
　
古
記
に
お
け
る
「
今
行
事
」

　
古
記
は
大
宝
令
の
注
釈
書
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
唯
一
の
令

私
記
で
あ
る
。
そ
の
成
立
年
代
は
多
く
の
先
行
研
究
に
よ
り
上
限
下
限
が
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

な
り
縮
め
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
で
は
、
天
平
十
年
（
七
三
八
）
ご
ろ
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

立
と
す
る
説
に
落
ち
着
い
て
い
る
。

　
古
記
に
は
今
行
事
が
四
四
例
も
見
え
る
の
に
対
し
、
時
行
事
は
一
例
し
か

見
え
な
い
（
粛
軍
初
任
官
条
）
。
し
か
も
こ
の
時
行
事
は
、
＝
云
」
と
古
記

が
別
解
釈
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
わ
れ
る
の
で
、
あ
る
い
は
古
記
作

者
が
別
書
の
文
句
を
そ
の
ま
ま
忠
実
に
引
用
し
た
も
の
か
と
い
う
疑
い
が
あ

る
。
ま
た
、
今
行
状
（
神
祇
令
神
戸
条
）
、
時
人
（
選
叙
令
遷
代
条
）
、
今
時

人
（
戸
事
事
養
条
）
と
い
っ
た
語
句
が
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
一
例
ず
つ
で

あ
る
。
古
記
で
は
今
行
事
と
い
う
表
記
が
最
も
好
ま
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
古
記
の
解
釈
の
態
度
は
、
た
い
へ
ん
日
本
的
な
解
釈
を
す
る
と
さ
れ
、
ま

た
実
際
的
と
も
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
古
記
に
お
い
て
「
今
行
事
」
が
頻
出

す
る
の
は
そ
の
著
作
態
度
の
あ
ら
わ
れ
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実

際
、
「
今
行
事
」
を
含
む
解
釈
を
見
て
い
く
と
、
古
記
が
令
の
字
句
の
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
実
情
を
記
す
解
釈
の
手
法
を
特
に
重
ん
じ
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

　
こ
う
し
た
古
記
の
態
度
は
、
令
釈
と
比
較
す
る
時
、
一
層
鮮
明
で
あ
る
。

宮
衛
令
宿
衛
器
杖
条
「
凡
宿
衛
器
杖
。
若
有
人
称
勅
三
者
。
主
司
覆
奏
。
然

後
付
之
」
に
は
次
の
よ
う
な
解
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
　
高
慮
。
…
（
中
略
）
…
称
レ
勅
索
者
。
主
鳶
職
奏
。
五
重
注
国
語
日
。

　
　
索
下
階
。
音
所
載
反
。
主
司
。
謂
判
官
以
上
也
。
古
記
云
。
主
師
密
奏
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
謂
判
官
以
上
。
今
行
事
。
不
二
覆
奏
【
直
即
付
レ
之
。

古
記
に
よ
る
と
、
令
に
定
め
る
「
主
司
覆
奏
」
（
大
宝
令
で
は
「
主
師
覆

奏
」
だ
っ
た
か
）
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
現
状
は
、

令
釈
の
時
代
で
も
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、

令
釈
は
一
切
そ
れ
に
は
触
れ
ず
、
『
国
語
駈
の
ご
と
き
中
国
の
典
籍
を
も
ち

だ
し
て
字
句
解
釈
に
終
始
し
て
い
る
。
一
方
、
古
記
は
「
画
師
覆
奏
。
謂
判

官
以
上
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
覆
奏
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、

そ
の
覆
奏
を
担
当
す
る
「
主
師
」
が
何
を
指
す
か
解
き
明
か
し
た
と
こ
ろ
で
、

実
際
の
行
政
運
営
に
は
何
の
意
味
も
な
さ
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
令
の
字
句

の
解
釈
を
し
た
上
で
実
際
の
運
用
を
付
す
と
い
う
解
釈
態
度
を
、
古
記
は
好

　
　
　
　
　
　
　
⑤

ん
で
と
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
態
度
は
、
実
際
の
運
用
が
令
意
に
背
く
も
の
で
あ
っ
て
も
変
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⑥

わ
ら
な
い
。
む
し
ろ
古
記
は
こ
う
し
た
解
釈
に
積
極
的
で
あ
り
、
令
意
に
背

く
も
の
を
こ
そ
挙
げ
て
お
こ
う
と
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
格
の
よ

う
な
法
的
根
拠
を
も
つ
に
し
ろ
、
も
た
な
い
に
し
ろ
、
令
意
に
沿
わ
な
い
現

状
は
多
く
存
し
て
い
た
。
古
記
は
そ
れ
を
「
今
行
事
」
と
し
て
忠
実
に
記
し

た
の
で
あ
る
。

　
以
上
よ
り
推
せ
ば
、
古
記
が
「
今
行
事
」
を
挙
用
す
る
目
的
は
、
古
記
の

説
く
令
意
と
現
状
と
を
対
比
さ
せ
、
批
判
的
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
令
意

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
古
記
に
お
け

る
「
今
行
事
㎏
は
令
意
に
か
な
わ
ぬ
も
の
と
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。

（
2
）
「
今
行
事
」
と
新
令

　
と
こ
ろ
で
、
古
記
成
立
当
時
は
、
養
老
令
が
制
定
さ
れ
な
が
ら
い
ま
だ
施

行
さ
れ
ず
、
大
宝
令
が
現
行
法
と
し
て
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
し
て
、
古

記
作
者
は
養
老
令
の
条
文
を
参
照
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
門
新
令
」

「
新
選
」
な
ど
と
し
て
次
の
と
お
り
養
老
令
の
条
文
を
引
用
す
る
こ
と
が
あ

る
。　

　
考
課
令
舎
人
最
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
問
。
舎
人
。
此
分
番
。
若
為
得
レ
最
。
答
。
未
レ
書
函
其
理
而
此
條
。
新

　
　
へ

　
　
令
除
而
不
レ
取
。
価
為
二
不
用
弔

　
　
戸
令
応
分
条

　
　
問
。
女
子
元
二
分
法
一
若
為
。
答
。
事
例
。
女
子
既
従
レ
夫
去
。
出
嫁
之

　
　
日
。
装
束
不
レ
軽
。
又
狂
信
條
。
皆
還
二
所
レ
齋
見
器
財
之
時
。
即
是
与
二

　
　
父
母
｝
財
也
。
所
以
誌
上
二
分
論
殉
獄
則
十
二
出
嫁
｝
在
レ
室
女
。
不
レ
合

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
レ
光
レ
分
。
宜
依
新
選
ゆ
与
二
男
子
之
半
殉
以
充
二
嫁
装
↓
出
嫁
還
来
。
更

　
　
不
レ
合
レ
分
留
。

舎
人
最
条
は
、
古
記
が
「
不
用
」
と
す
る
と
お
り
、
養
老
令
に
お
い
て
除
か

れ
た
条
文
で
あ
る
。
ま
た
、
戸
令
応
分
条
で
は
、
大
宝
令
で
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
女
子
の
相
続
権
が
養
老
令
で
認
め
ら
れ
て
お
り
、
古
記
は
こ
の
養
老

令
の
規
定
を
肯
定
す
る
解
釈
を
し
て
い
る
。
こ
の
応
分
条
の
改
定
の
影
響
を

受
け
た
も
の
と
見
ら
れ
る
今
行
事
が
田
令
功
田
条
「
下
功
伝
子
」
の
項
に
見

え
る
。

　
　
謂
。
男
女
同
。
運
脚
。
称
レ
子
者
。
男
女
同
。
…
（
中
略
）
…
穴
云
。

　
　
称
レ
子
。
男
女
同
。
…
（
中
略
）

　
　
…
朱
云
。
…
（
申
略
）
…
称
レ
子
者
。
男
女
養
子
並
同
者
。
蛛
・
古
記
云
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
下
功
伝
レ
子
。
謂
女
子
不
レ
入
二
子
墨
客
｝
也
。
今
行
事
。
女
子
亦
伝
。

こ
こ
で
は
女
子
の
功
園
相
続
権
に
つ
い
て
、
肯
定
す
る
説
と
否
定
す
る
説
と

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
諸
令
私
記
が
肯
定
す
る
立
場
を
と
り
、
古

記
が
挙
げ
る
今
行
事
も
ま
た
こ
れ
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
現
状
を
記
し
て
い
る

の
に
対
し
、
古
記
本
文
だ
け
は
否
定
し
て
い
る
。

ユ47 （431）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
古
記
は
考
課
令
舎
人
最
条
な
ど
大
宝
令
の
条
文
の
不
整
合
と
見
ら
れ
る
点

に
つ
い
て
は
不
整
合
を
認
め
た
解
釈
を
付
し
て
い
る
し
、
戸
令
応
分
条
の
よ

う
な
制
度
改
正
で
す
ら
、
新
選
に
依
る
と
し
て
許
容
し
て
い
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
こ
か
ら
派
生
し
た
と
思
わ
れ
る
田
令
功
田
条
に
お
い
て
は
独
り

否
定
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
古
記
に
し
て
み
れ
ば
、
応
分
条
の
女
子
相
続

は
財
産
相
続
に
過
ぎ
ず
、
功
田
相
続
と
は
自
ず
か
ら
異
な
る
と
い
う
解
釈
で

で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
現
状
と
は
関
係
な
く
、
令
意
そ
の

も
の
を
追
求
す
る
姿
勢
、
機
械
的
な
解
釈
の
あ
り
方
が
現
れ
て
い
る
。

　
古
記
は
、
養
老
令
で
条
文
が
改
定
さ
れ
て
い
て
も
、
こ
れ
に
沿
っ
た
解
釈

は
行
わ
ず
、
大
宝
令
の
条
文
に
沿
っ
て
解
釈
す
る
の
が
玄
馬
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
に
稀
に
で
は
あ
る
が
、
養
老
令
の
条
文
に
沿
っ
た
解
釈
を
付

し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
宮
部
香
織
氏
は
古
記
が
養
老
令
を
挙
げ
る
理

由
に
つ
い
て
、
大
宝
令
の
条
文
を
解
釈
に
よ
っ
て
運
用
し
や
す
く
す
る
よ
り

も
、
未
施
行
の
養
老
令
を
引
用
し
て
説
明
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
古
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
判
断
し
た
た
め
で
は
な
い
か
と
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
古
記
が
養
老
令

を
引
用
し
て
解
釈
す
る
の
は
稀
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
、
検
討
を
要
す
る
。

　
古
記
は
条
文
の
不
整
合
は
正
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
た
。
そ
う
い
っ
た

令
の
改
定
に
つ
い
て
は
肯
定
的
で
あ
り
、
解
釈
に
お
い
て
も
養
老
令
を
引
用

し
、
翻
っ
て
大
宝
令
の
規
定
の
不
備
を
指
摘
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、

大
宝
令
と
養
老
令
の
問
に
、
制
度
そ
の
も
の
の
変
更
を
せ
ま
る
差
異
が
あ
っ

た
場
合
、
こ
れ
に
沿
っ
て
解
釈
を
施
す
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
る
。
養
老
令

の
規
定
に
沿
っ
た
解
釈
を
す
る
例
が
皆
無
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
非
常

に
稀
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
こ
れ
が
推
測
で
き
る
。

　
つ
ま
り
古
記
と
し
て
は
、
奥
意
を
損
な
う
解
釈
を
生
み
か
ね
な
い
条
文
の

不
整
合
に
つ
い
て
は
改
定
す
べ
し
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
条

文
、
字
面
の
問
題
で
あ
っ
て
、
令
そ
の
も
の
は
固
定
し
た
も
の
と
考
え
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
態
度
が
当
時
の
法
家
全
体
に
つ
い
て
い
え
る
態
度
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
養
老
令
の
改
定
が
ほ
と
ん
ど
字
句
修
正
に
と
ど
ま
っ
た

の
は
む
し
ろ
当
然
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
新
た
な
令
の
全
面
改
定
が

な
か
っ
た
理
由
も
こ
こ
か
ら
推
測
で
き
る
よ
う
に
思
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
。

　
古
記
が
成
立
し
た
時
代
前
後
に
は
、
令
の
細
則
の
治
定
を
主
要
任
務
と
す

る
「
令
師
」
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
代
は
式
の
僧
尼
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

「
例
」
が
生
ま
れ
た
時
代
と
も
近
接
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
時
代
の
法
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

～
人
で
あ
る
古
記
作
者
の
令
に
対
す
る
態
度
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

2
　
三

三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
令
釈
は
養
老
令
の
ま
と
ま
っ
た
注
釈
書
と
し
て
は
最
古
の
も
の
で
、
延
暦

六
年
（
七
八
七
）
か
ら
延
暦
十
年
（
七
九
一
）
の
間
に
成
立
し
た
と
さ
れ
て

　
⑫い

る
。
令
釈
は
令
の
注
釈
書
と
し
て
、
当
時
権
威
あ
る
書
物
で
あ
っ
た
。
ま
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た
そ
の
解
釈
の
特
徴
と
し
て
は
、
字
句
解
釈
に
当
た
っ
て
、
中
国
の
典
籍
を

さ
か
ん
に
引
用
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
令
釈
に
は
、
今
行
事
は
七
例
、
時
行
事
は
四
例
見
え
る
。
こ
の
今
行
事
七

　
　
　
⑬

真
中
三
例
、
約
半
分
の
今
行
事
は
、
古
記
に
見
え
る
今
行
事
と
同
内
容
で
あ

る
。
古
記
の
時
代
か
ら
令
釈
の
時
代
に
至
る
ま
で
、
そ
の
よ
う
な
「
今
行

事
」
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
重
複
が
起
き
た
の
だ

と
も
と
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
令
釈
は
古
記
の
記
す
血
豆
行
事
」

を
意
識
し
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
今
行
事
が
実
際
に
世
で
行
わ
れ
て
い
る
か

否
か
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
単
純
に
継
承
し
て
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
疑
い
も
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
禄
令
食
江
上
の
墨
画
・
位
禄
を
定
め
た
項
に
つ
い
て
古
記
が
、

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
五
重
行
事
位
禄
以
二
十
月
｝
給
々
。

と
説
く
の
に
対
し
、
令
釈
は
、

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
位
禄
者
。
式
部
例
。
十
一
月
給
レ
之
。

と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
出
て
く
る
「
式
部
例
」
が
い
わ
ゆ
る
所
司
例
を
指
す

も
の
か
・
単
な
る
式
部
省
の
慣
例
を
指
す
も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
晦
こ

こ
で
古
記
の
記
す
「
今
行
事
」
が
十
月
に
位
禄
支
給
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、

令
釈
の
式
部
例
は
十
｝
月
支
給
と
す
る
。
令
釈
は
、
古
記
の
今
行
事
と
現
状

と
が
一
致
し
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
を
単
純
に
継
承
し
た
り
は
し
て

い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
「
今
行
事
」
は
令
解
釈
の
一
手
法
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
令
解

釈
の
当
時
に
は
実
際
に
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
で
も
、
そ
の
解
釈
を
施
し
た

法
家
の
認
識
如
何
で
は
、
他
の
令
私
記
か
ら
「
今
行
事
」
と
し
て
単
純
に
承

継
さ
れ
る
可
能
性
が
な
い
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
「
今
行
事
」
を
含
む
史

料
を
用
い
る
際
に
は
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
時
行
事
の
方
に
目
を
移
す
と
、
そ
の
4
血
中
2
例
は
、
養
老
令
で
改
訂
さ

れ
た
大
宝
令
の
規
定
が
依
然
残
っ
て
い
る
現
状
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
大

宝
令
施
行
下
に
成
立
し
た
古
記
に
は
、
当
然
こ
の
よ
う
な
類
例
は
無
い
。
令

釈
に
お
い
て
初
出
で
あ
る
。

　
令
釈
に
見
え
る
「
今
行
事
」
は
、
先
の
古
記
に
比
べ
て
遥
か
に
少
な
い
。

令
釈
の
作
者
の
属
し
た
学
派
の
流
れ
が
、
あ
ま
り
「
今
行
事
扁
を
用
い
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
古
記
が
令
意
に
反
す
る
も
の

と
し
て
「
今
行
事
」
を
克
明
に
記
し
て
い
た
の
に
対
し
、
令
釈
に
お
い
て
は

そ
う
し
た
意
識
は
か
な
り
薄
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

3
　
旧

記

　
付
記
は
延
暦
十
年
（
七
九
～
）
か
ら
延
暦
十
二
年
（
七
九
三
）
の
間
、
令

釈
よ
り
は
あ
と
だ
が
、
さ
し
て
年
代
の
隔
た
ら
な
い
時
期
に
成
立
し
た
と
さ

　
⑯

れ
る
。
そ
の
解
釈
の
態
度
と
し
て
は
、
簡
潔
で
、
か
つ
即
物
的
で
あ
る
と
い

　
　
　
　
⑰

わ
れ
て
い
る
。
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牢
記
に
は
今
行
事
が
六
例
、
時
行
事
が
二
例
見
ら
れ
る
。
今
行
事
の
う
ち

　
⑱

二
例
は
、
令
釈
と
同
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
養
老
令
で
改
訂
さ
れ
た
大
宝
令

の
規
定
が
残
っ
て
い
る
も
の
、
い
わ
ゆ
る
古
令
因
循
の
今
行
事
も
見
え
る

（
公
式
令
詔
書
式
条
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
次
に
時
行
事
は
二
例
と
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
そ
も
そ
も
叢
記
の
文
で
あ
る

の
か
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
戸
令
造
戸
籍
条
で
は
以
下
の
よ
う
な

解
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
　
穴
云
。
問
。
黒
八
籍
年
［
者
。
始
年
欺
。
為
当
終
年
鰍
。
答
。
今
説
。
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
之
年
是
。
跡
云
。
同
レ
之
。
時
行
事
亦
如
レ
之
。
但
穴
云
。
…
（
後
略
）

　
こ
の
時
行
事
が
耳
蝉
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
と
い
う
の
は
、
そ
の
引
用
関
係

が
判
然
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
古
記
や
令
釈
は
「
今

行
事
」
な
ど
と
記
し
た
あ
と
に
は
そ
の
具
体
的
内
容
を
続
け
て
記
し
て
い
た
。

そ
し
て
単
記
の
今
行
事
六
例
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
時
行
事
は
、
ま

ず
最
初
に
問
答
が
あ
っ
て
、
そ
の
答
の
補
強
と
ば
か
り
に
、
「
時
行
事
も
亦

た
空
く
の
ご
と
し
」
と
続
く
。
跡
記
の
時
行
事
か
と
思
わ
れ
る
も
う
一
例
も

こ
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
行
事
の
挙
げ
方
は
、
後
述
の
と
お
り
、

令
解
釈
の
態
度
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の
よ
う

な
態
度
が
跡
記
に
も
見
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
、
断
定
し
が
た
い
。

　
跡
記
が
挙
げ
る
「
今
行
事
」
は
類
例
が
少
な
い
。
跡
記
は
、
令
釈
と
同
じ

く
、
「
今
行
事
」
を
挙
げ
よ
う
と
す
る
意
識
は
強
く
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
で
は
そ
れ
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

4
　
穴

記

　
里
並
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
早
く
て
も
延
暦
末
年
以
降
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

弘
仁
よ
り
も
降
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
お
り
、
令
釈
や
跡
記
よ
り
も
新

し
い
。
そ
の
解
釈
の
態
度
と
し
て
は
、
説
明
が
微
に
入
り
細
を
う
が
ち
、
冗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

長
・
環
末
な
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
穴
記
に
は
、
令
釈
や
心
耳
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
心
墨
の
「
今
行
事
偏
が

あ
ら
わ
れ
る
。
今
行
事
は
八
例
、
時
行
事
は
一
＝
例
、
他
に
も
頃
年
行
事
や

臨
時
行
事
な
ど
、
他
の
令
私
記
に
は
見
ら
れ
な
い
特
殊
な
例
も
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
大
量
の
「
今
行
事
」
が
見
ら
れ
る
の
は
、
吉
記
以
来
無
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
果
た
し
て
、
穴
倉
の
解
釈
態
度
が
古
記
の
そ
れ
へ
と
立
ち

戻
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
個
々
の
例
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
穴
記
に
み
え
る
「
今
行
事
」
を
通
観
す
る
に
、
今
行
事
、
時
行
事
な
ど
と

記
し
た
あ
と
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
明
記
し
な
い
場
合
が
す
こ
ぶ
る
多
い
。

　
　
　
　
　
　
㊤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

今
行
事
で
は
二
例
、
時
行
事
で
は
～
○
例
に
も
の
ぼ
る
。
例
を
拾
う
と
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

　
　
職
員
令
大
膳
職
条
「
率
膳
部
以
供
其
事
」
の
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
穴
云
。
今
私
案
。
食
薦
等
者
。
可
レ
云
二
此
司
職
掌
↓
時
行
事
亦
如
レ
之
。
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賦
役
令
輔
翼
直
近
条
「
具
注
国
郡
女
戸
主
姓
名
し
の
項

　
　
穴
云
。
三
四
里
人
。
共
合
成
。
各
注
二
姓
名
刃
奥
及
電
量
二
二
注
ゆ
即
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
レ
依
レ
文
。
国
郡
司
不
レ
注
二
姓
名
幻
但
今
行
事
別
也
。

解
釈
と
「
今
行
事
扁
が
一
致
す
る
時
は
「
亦
た
此
く
の
ご
と
し
」
と
さ
れ
、

一
致
し
な
い
時
は
「
別
な
り
」
な
ど
と
さ
れ
る
。
「
別
な
り
」
と
さ
れ
る
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
、
右
の
例
の
よ
う
に
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
記
さ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

当
時
は
自
明
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
「
亦
た
此
く
の
ご
と
し
」
と

す
る
場
合
は
、
自
説
の
補
強
と
し
て
「
今
行
事
」
を
挙
げ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
「
こ
の
令
文
は
こ
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
る
。
令
の
実
際
の
運
用
も
、

そ
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
」
と
い
う
論
法
で
あ
る
。

　
ま
た
、
公
式
令
国
司
使
人
影
「
十
条
以
上
。
限
一
日
申
葉
山
の
項
で
は
以

下
の
よ
う
な
例
が
み
え
る
。

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
検
二
時
行
事
司
朝
集
使
公
文
。
大
帳
公
文
者
。
一
度
四
十
巻
以
上
並
進

　
　
送
。
尚
放
二
此
條
一
限
二
三
百
一
了
哉
。

こ
こ
で
の
時
行
事
は
「
検
」
ぜ
ら
れ
る
対
象
で
あ
る
。
現
状
を
そ
の
ま
ま
受

け
と
め
て
、
「
現
状
は
こ
う
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
こ
れ
で
は
令
の
規
定
ど

お
り
の
運
用
は
困
難
な
の
で
は
な
い
か
」
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
令

の
解
釈
と
現
状
と
の
対
比
と
い
う
古
記
の
ご
と
き
構
図
は
見
ら
れ
な
い
。
穴

凝
血
体
を
見
て
も
、
「
今
行
事
」
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
例
は
無
い
。
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

定
す
る
と
き
は
、
穴
燕
の
場
合
、
好
ん
で
時
人
と
い
う
用
語
を
使
う
。

　
つ
ま
り
穴
記
は
、
自
説
に
幅
を
も
た
せ
た
り
、
論
旨
を
補
強
し
た
り
す
る

た
め
に
「
今
行
事
」
を
挙
用
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
古
記
が
、
「
今
行
事
」
を
撃
落
と
対
比
さ
せ
て
批
判
的
に
論
じ
て
い
た
の

と
は
対
照
的
で
あ
る
。

5

「
今
行
事
」
の
挙
用
態
度
の
変
化
と
そ
の
背
景

　
古
記
に
お
け
る
「
今
行
事
」
は
、
令
意
に
か
な
わ
ぬ
も
の
と
い
う
性
格
が

色
濃
い
。
し
か
し
、
時
代
が
降
れ
ば
、
古
記
に
お
い
て
令
意
に
か
な
わ
ぬ
と

さ
れ
た
「
今
行
事
」
も
、
解
釈
に
お
い
て
肯
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

あ
っ
た
。

　
た
と
え
ば
古
記
は
、
選
叙
令
任
富
条
「
余
宮
奏
任
」
の
項
で
、
軍
防
令
五

位
子
孫
条
に
よ
れ
ば
内
舎
人
は
式
部
選
充
と
す
る
の
が
正
し
い
が
、
今
行
事

で
は
奏
任
だ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
穴
記
は
、
解
釈
と
し
て
内
舎
人
は
奏
任

で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
戸
令
造
戸
籍
条
「
所
須
紙
筆
等
調
度
」
の
項
で
、
造
籍
書
生
の
食

料
に
つ
い
て
、
古
記
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
問
。
造
籍
書
生
等
々
料
。
若
柳
処
分
。
答
。
此
皆
合
レ
出
。
但
今
行
事

　
　
宮
給
耳
。

と
し
て
い
る
。
瓦
窯
書
生
の
食
料
は
、
本
来
、
当
該
造
畢
に
か
か
る
戸
が
出

す
べ
き
と
こ
ろ
、
今
行
事
で
は
宮
給
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
方
、
義
解
は
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以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
謂
。
墨
軸
腰
帯
之
類
。
即
食
料
者
。
用
二
官
物
【
給
。

古
記
の
解
釈
で
は
令
意
に
反
す
る
も
の
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
今
行
事
が
、

こ
こ
で
は
官
撰
注
釈
書
で
あ
る
『
令
義
解
』
に
お
い
て
肯
定
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
自
ら
の
説
く
「
令
意
」
を
前
面
に
押
し
出
し
、
こ
れ
を
実
際
の
運
用
と
比

較
し
て
批
判
的
に
論
を
展
開
す
る
と
い
う
古
記
の
解
釈
態
度
は
、
こ
う
し
て

他
の
解
釈
と
合
わ
せ
見
る
と
き
、
一
層
鮮
明
で
あ
る
。

　
で
は
、
各
令
私
記
に
お
け
る
「
今
行
事
」
の
挙
用
態
度
の
差
違
は
何
故
生

じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
古
記
の
成
立
は
天
平
十
年
（
七
三
八
）
頃
。
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
に
律

学
博
士
（
の
ち
の
明
法
博
士
）
が
新
設
さ
れ
、
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
に
は

大
学
寮
に
明
法
科
が
置
か
れ
た
。
令
師
が
活
躍
し
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。

神
亀
年
間
頃
か
ら
は
「
例
扁
が
続
々
と
編
纂
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の

「
例
」
は
虎
尾
俊
哉
氏
が
（
あ
く
ま
で
も
憶
測
と
し
な
が
ら
も
）
想
定
し
て

　
　
　
⑳

お
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
門
何
れ
本
格
的
な
式
が
編
纂
さ
れ
る
ま
で
の

過
渡
的
な
代
用
物
」
で
あ
っ
て
、
執
務
の
便
宜
の
た
め
に
生
ま
れ
た
と
い
う

性
質
が
強
く
、
拠
る
べ
き
法
典
と
し
て
は
ま
だ
令
に
帰
ら
ざ
る
を
得
な
い
状

況
だ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
令
を
担
う
人
材
は
ま
だ
育
成
段
階
で
あ
り
、
令
の

知
識
は
一
部
専
門
家
に
偏
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
は
大
宝
律
令
撰
定
に
も
深

く
関
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
法
家
が
古
記
を
著
し
た
の
は
、
こ
の

よ
う
な
状
況
下
だ
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
解
釈
は
、
律
令
に
馴
染
ま
な
い
者
に

対
す
る
配
慮
か
ら
、
自
ず
と
日
本
的
に
な
り
、
ま
た
拠
る
べ
き
も
の
が
令
だ

け
で
あ
る
の
で
、
令
そ
の
も
の
に
依
拠
し
て
現
状
に
は
赴
か
な
い
機
械
的
解

釈
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
穴
記
は
延
暦
末
年
以
降
に
成
立
し
た
。
延
暦
二
十
二
年
（
八
〇

三
）
に
は
弘
仁
格
式
の
編
纂
が
始
ま
り
、
弘
仁
十
　
年
（
八
二
〇
）
に
成
立

し
た
。
律
令
に
反
す
る
規
定
や
律
令
に
明
文
の
無
い
方
式
が
編
纂
さ
れ
、
法

と
し
て
確
立
し
て
い
っ
た
時
代
と
誓
え
る
。
穴
記
が
令
本
体
を
離
れ
て
「
今

行
事
」
を
解
釈
の
根
拠
と
し
て
用
い
る
態
度
も
、
こ
う
し
た
流
れ
か
ら
見
れ

ば
理
解
で
き
る
。
穴
記
の
時
代
、
令
の
解
釈
は
ひ
と
り
令
そ
の
も
の
に
拠
っ

て
行
う
も
の
で
は
な
く
、
格
式
等
と
の
関
連
で
有
機
的
に
論
ず
べ
き
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
法
体
系
は
古
記
の
時
代
に
比
べ
、
遙
か
に
高
度
に
な
っ
て

い
た
。

　
こ
う
し
て
高
度
化
し
て
い
っ
た
令
の
解
釈
は
し
か
し
、
必
然
的
に
諸
説
を

生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
天
長
十
年
（
八
三
三
）
に
は
『
令
義
解
』
が

成
立
、
承
和
元
年
（
八
三
四
）
に
施
行
さ
れ
た
。
磯
令
義
解
聴
は
承
和
元
年

十
二
月
に
詔
に
よ
り
「
誰
＝
之
訓
」
と
し
て
発
布
さ
れ
て
い
る
。
令
の
解
釈

の
公
定
で
あ
る
。
令
を
用
い
る
者
は
、
わ
ざ
わ
ざ
令
文
に
帰
っ
て
一
か
ら
解

釈
し
な
く
て
も
、
既
に
あ
る
解
釈
に
拠
っ
て
運
用
す
れ
ば
よ
く
な
っ
た
の
で
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『令集解』における「今行事」の再検討（本庄）

あ
る
。

　
前
述
の
と
お
り
、
古
記
は
、
「
令
息
を
損
な
う
解
釈
を
生
み
か
ね
な
い
条

文
の
不
整
合
」
を
た
だ
す
た
め
の
令
改
定
に
は
肯
定
的
で
あ
っ
た
が
、
令
の

解
釈
が
公
定
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
令
改
定
も
最
早
必
要
な
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
格
式
編
纂
成
っ
た
今
は
、
制
度
改
正
も
格
に
全

面
的
に
譲
れ
ば
よ
い
。
新
た
に
律
令
が
全
面
改
定
さ
れ
る
理
由
は
、
こ
こ
に

完
全
に
失
わ
れ
た
。

　
古
記
の
時
代
、
「
今
行
事
」
は
三
三
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
対
比
に
利

用
さ
れ
た
。
降
っ
て
工
臨
の
時
代
、
門
今
行
事
」
は
解
釈
に
幅
を
持
た
せ
た

り
、
論
旨
を
補
強
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
。
そ
の
役
割
は
対
照
的
だ
が
、
し

か
し
ど
ち
ら
も
令
の
解
釈
を
佐
け
る
一
手
法
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
変
わ

ら
な
い
。
よ
っ
て
、
公
定
の
令
解
釈
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
今
行

事
」
も
そ
の
役
割
を
終
え
た
。
『
令
義
解
』
に
は
、
「
今
行
事
」
は
｝
切
現
れ

な
い
。

　
①
　
中
田
薫
「
養
老
令
の
施
行
期
に
就
て
扁
（
糊
法
制
史
論
集
㎞
第
｝
巻
、
一
九
二
六

　
　
年
）
、
坂
本
太
郎
「
列
聖
漢
風
落
号
の
撰
進
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
雑
誌
輪
四
三
…

　
　
七
、
一
九
三
二
年
）
、
青
木
和
夫
門
古
記
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」
（
噸
史
学
雑

　
　
誌
㎞
六
三
－
二
、
一
九
五
四
年
）
、
岸
俊
男
「
班
田
図
と
条
彫
制
」
（
『
日
本
古
代

　
　
籍
帳
の
研
究
㎞
、
一
九
七
三
年
〉
。

　
②
井
上
光
貞
「
日
本
律
令
の
成
立
と
そ
の
注
釈
轡
」
（
日
本
思
想
体
系
隅
律
令
』
、

　
　
岩
波
誉
店
、
【
九
七
六
年
）
。
な
お
、
各
令
私
記
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
川
島

　
　
晃
門
『
令
集
解
』
研
究
史
一
覧
　
i
令
私
記
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
『
日

　
本
古
代
・
中
世
史
　
研
究
と
資
料
睡
四
、
｝
九
八
九
年
）
参
照
。

③
た
と
え
ば
、
喪
葬
野
服
二
条
で
は
、
「
鴛
」
の
注
と
し
て
、
「
二
巴
須
売
良
美
己

　
止
也
駄
と
記
し
て
い
る
。
他
に
も
同
条
で
、
「
父
母
」
に
は
「
俗
云
知
々
於
毛
也
」
、

　
「
夫
扁
に
は
「
俗
知
逆
比
人
翌
月
と
解
釈
を
施
し
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
親
族
の

　
呼
称
を
逐
一
「
俗
云
」
と
し
て
説
い
て
い
る
が
、
こ
の
「
俗
云
」
は
単
に
世
俗
で

　
の
呼
び
方
、
と
い
っ
た
意
味
で
は
な
い
。
「
俗
」
と
は
「
く
に
ぶ
り
」
、
即
ち
日
本

　
で
の
あ
り
方
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
喪
葬
令
親
王
一
品
条
古
記
で
は
「
此
間
俗
」

　
と
し
て
見
え
る
。
「
此
間
」
と
い
う
用
語
そ
の
も
の
に
も
「
日
本
の
扁
と
い
う
意

　
味
が
あ
る
こ
と
は
、
厩
牧
令
閲
選
物
条
令
釈
か
ら
伺
え
る
。

④
職
員
令
左
馬
寮
条
「
配
給
穀
草
」
の
項
、
賦
役
令
水
早
条
懲
若
桑
麻
損
尽
」
の

　
項

⑤
そ
の
他
の
例
と
し
て
、
儀
制
令
版
位
条
「
並
華
字
」
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
古
記

　
は
ひ
と
り
実
際
の
運
用
を
記
し
て
い
る
。

⑥
賦
役
令
水
畢
条
「
若
桑
麻
損
尽
」
の
項
。

⑦
例
と
し
て
、
考
課
令
官
人
景
　
条
「
功
過
並
附
」
の
項
。

⑧
富
部
香
織
「
大
宝
令
注
釈
書
「
古
記
」
に
つ
い
て
1
研
究
史
の
整
理
と
問
題

　
点
1
」
（
『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
撫
九
〇
、
二
〇
〇
二
年
）
。

⑨
虎
尾
俊
哉
「
門
例
」
の
研
究
一
八
十
一
例
、
諸
司
例
、
弾
例
i
」
（
咽
古

　
代
典
籍
文
書
論
考
猛
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
　
初
出
『
日
本
古
代
史
論
集
』

　
下
、
　
一
九
田
町
難
燃
）
。

⑩
も
っ
と
も
、
古
記
作
者
独
り
の
態
度
を
も
っ
て
、
養
老
令
堂
定
と
施
行
の
狭
間

　
に
あ
る
法
家
の
態
度
全
体
を
推
す
こ
と
は
危
険
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
古
記
が
成

　
立
後
百
年
の
時
を
経
て
な
お
『
令
集
解
』
に
収
録
さ
れ
た
ほ
ど
の
（
し
か
も
噸
令

　
集
解
』
撰
者
は
義
解
、
令
釈
の
次
に
古
記
を
配
置
す
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
そ
の

　
重
視
の
程
が
重
て
取
れ
る
）
権
威
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
思
う
と
き
、
看
過
で
き

　
な
い
も
の
と
考
え
る
。

⑪
　
井
上
光
貞
前
掲
論
文
。
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⑫
亀
田
隆
之
「
令
口
説
の
成
立
に
つ
い
て
扁
（
凹
日
本
歴
史
隔
五
四
号
、
一
九
五
二

　
年
）
、
黛
弘
道
「
令
釈
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」
（
開
史
学
雑
誌
輪
六
三
一
七
、
一

　
九
五
四
年
）
、
井
上
辰
雄
「
跡
記
及
び
穴
記
の
成
立
年
代
」
（
欄
続
日
本
紀
研
究
』

　
一
二
二
口
万
、
　
一
九
六
四
年
）
。

⑬
田
令
置
官
田
条
、
選
叙
令
授
言
条
、
考
課
令
内
外
官
条
。

⑭
岩
橋
小
量
太
氏
は
こ
れ
を
門
式
部
省
の
慣
例
と
い
ふ
こ
と
だ
と
思
は
れ
る
」
と

　
し
て
お
ら
れ
る
。
（
同
「
例
」
（
『
神
道
学
輪
五
〇
、
一
九
六
六
年
）
〉
。

⑮
職
員
令
左
京
職
条
、
公
式
令
勅
旨
式
条
。

⑯
註
⑫
井
上
辰
雄
論
文
、
押
部
佳
周
「
跡
記
と
穴
記
」
（
『
神
戸
学
院
大
紀
要
睦
一

　
一
一
、
一
九
七
〇
年
）
。

⑰
井
上
光
貞
前
掲
論
文
。

⑱
田
令
班
田
条
、
考
課
廷
内
外
官
条
。

⑲
職
員
令
申
富
職
条
、
戸
令
造
戸
籍
条
。

⑳
井
上
光
貞
前
掲
論
文
。

⑳
井
上
光
貞
前
掲
論
文
。

⑫
　
田
令
班
田
条
、
賦
役
曲
調
皆
随
近
条
。

㊧
　
職
員
令
民
部
三
条
、
職
員
令
大
膳
職
条
、
後
宮
職
員
令
蔵
司
条
、
田
令
口
分
条
、

　
賦
役
令
水
畢
条
、
選
叙
令
本
主
亡
条
、
儀
制
令
文
武
官
条
、
公
式
令
便
奏
式
条
、

　
公
式
令
計
会
式
条
、
公
式
令
授
位
任
官
条
。

⑳
そ
の
他
の
例
と
し
て
、
困
令
班
田
条
。

⑮
　
三
三
令
遷
代
条
、
公
式
令
過
所
式
条
。

㊧
　
虎
尾
俊
哉
前
掲
論
文
。

お
　
わ
　
り
　
に

従
来
、
「
今
行
事
」
は
「
当
時
の
富
司
内
の
慣
行
」
な
ど
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
「
今
行
事
漏
が
指
し
示
す
内
容
は
雑
多
で
、
こ
れ
を
一
義
に
括
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
「
今
行
事
一
は
む
し
ろ
、
「
令
解
釈
に
お
い
て
参
考
に
す
る

べ
き
実
際
の
律
令
運
用
の
あ
り
方
と
し
て
法
家
が
記
し
た
も
の
」
で
あ
り
、

令
の
解
釈
を
佐
け
る
一
手
法
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
そ
れ
が
解
釈
の
手
法
で
あ
る
が
た
め
に
、
そ
の
挙
用
態
度
に
は
、

解
釈
す
る
者
の
法
体
系
に
対
す
る
意
識
が
自
ず
と
反
映
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

古
記
成
立
の
頃
は
、
律
令
、
格
式
、
解
釈
の
三
者
の
体
系
が
い
ま
だ
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
段
階
で
あ
り
、
律
令
の
改
定
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
古

記
は
ど
こ
か
揺
れ
た
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
法
体
系
が
徐
々
に
確
立
し

て
ゆ
き
、
令
の
解
釈
が
公
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
令
の
解
釈
に
テ
ク
ニ
ッ
ク

ー
1
手
法
は
不
要
と
な
り
、
「
今
行
事
し
も
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。

　
　
『
令
集
解
』
に
収
録
さ
れ
た
令
私
記
の
成
立
年
代
に
は
約
百
年
も
の
幅
が

あ
り
、
そ
う
し
た
異
な
る
時
代
に
活
動
し
た
法
家
に
よ
る
、
大
宝
ま
た
は
養

老
令
の
条
文
と
い
う
ほ
ぼ
同
一
の
対
象
に
つ
い
て
の
解
釈
が
『
令
集
解
撫
に

は
見
え
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
令
私
記
の
性
格
や
個
々
の
法
の
改
変
・
施
行

の
影
響
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
法
体
系
の
変
化
、
そ
れ
に
対
す
る
法
家
の
認
識

の
差
違
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
「
今
行
事
」
と
い
う
、
各
令
私
記
に
現
れ
る
ひ
と
つ
の
語
句
に
拠

っ
て
、
こ
の
認
識
の
差
違
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
大
宝
令
か
ら
養
老
令
へ

と
い
う
令
の
改
定
に
つ
い
て
も
少
し
論
じ
た
が
、
こ
ち
ら
は
「
今
行
事
」
と
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直
接
係
わ
る
部
分
に
限
っ
て
一
端
を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
。
隅
令
集
解
』
全

体
か
ら
見
れ
ば
い
か
な
る
史
的
な
流
れ
が
見
て
取
れ
る
か
、
ま
た
法
家
の
法

体
系
に
対
す
る
認
識
が
、
ど
こ
ま
で
母
法
唐
令
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ

る
の
か
、
日
本
固
有
の
問
題
は
ど
こ
か
ら
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
を
閉
じ
た
い
と
思
う
。

【
付
記
】
　
成
稿
後
、
「
今
行
事
」
と
各
私
記
の
解
釈
上
の
姿
勢
と
の
関
連
に
つ
い
て

　
　
提
言
す
る
水
本
浩
典
氏
の
論
考
（
躍
令
解
集
暁
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
つ
い

　
　
　
て
」
（
『
律
令
註
釈
書
の
系
統
的
研
究
隔
（
塙
害
房
、
一
九
九
一
年
）
三
七
五

　
　
　
ペ
ー
ジ
）
）
に
触
れ
た
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

『令集解』における「今行事」の再検討（本庄）
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1944　and　the　Southern　Development　Bank　Note　continued　to　be　issued．　The　Ba

Maw　administration　opposed　this　on　the　grounds　of　currency　autonomy．　Japan

compromised　with　Burma　and　agreed　to　cease　the　issuanee　of　the　Southern　De－

velopment　Bank　Notes　and　to　fund　the　military　budget　by　borrowing　the　Burma

National　Note　with　interest．　Furthermore，　Japan　agreed　to　notify　in　advance　the

requisite　monthly　supply　and　to　deposit　Japanese　yen　as　security．　Japan　no　longer

had　suthcient　autihority　to　enforce　arbitrary　policies　in　eccupied　areas．　The　“coun－

terattack　of　Asian　coun嘘es　aga血st　Japan”that　has　been血dica£ed　by　other　re－

searchers　can　be　seen　to　have　occurred　in　Burma　as　well．

　　The　Ba　Maw　administration　has　often　been　described　as　ti“ying　to　enhance　the

autonomy　of　Burma．　This　paper　demonstrates　that　it　vehemently　opposed　Japan

and　was　never　a　puppet　govemment　under　Japanese　control．　However，　due　to　the

disruption　of　transportation　in　the　detetiorating　war　situation，　the　new　bols　of　the

National　Note　of　3　bmaon　Kyat　that　were　printed　in　Japan　were　never　detivered　to

Burma．

A　Reexaminatjon　of　the　Phrase　“lma　no　gyob11’i”　in　Ryo　no　shuge

by

HoNJo　Fusako

　　The　a㎞s　of伽s　s加dy　are　first　to　con㎞the　mea血g　of　the　tem1‘‘ima　no

gyowfi”　in　Ryo　no　shuge　and　clarifY　the　changes　in　the　consciousness　of　legal　scho－

lairs　as　seen　in　interpretations　of　the　ritsuayo　codes　from　the　mid－Nara　to　the

early－Heian　period．

　　Ryo　no　shuge　is　a　privately　compfled　collection　of　commentarial　wr：iting　on　the

administradve　code，　7　yo，　and　contains　not　only　the　cornmentary　from　othcial　Ryo

no　gige　but　also　juxtaposes　it　with　various　commentaries　of　scholars　of　the　law．

The　term　“ima　no　gyowfi”　that　is　found　in　the　commentaries　of　the　scholars　was

used　as　a　historical　source　that　indicated　the　current　circumstances　and　standard

practice　withn　the　bureaucratic　othces　of　the　time．　ln　my　view，　the　use　of　the

term　“ima　no　gyou7’i”　was　a　method　for　establishing　an　argument　by　legal　scholars

to　interpret　the　admistrative　code，　and　use　of　the　term　functioned　to　supplement

and　strengthen　their　own　theories．

　　The　commentaries　within　the　Ryo　no　shuge　that　chiefiy　used　the　method　of　re一
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ferring　to　“ima　no　gyouji”　were　the　Koki，　which　is　from　the　Nara　period，　and　the

Anald，　from　the　early－Heian　period．　The　aim　of　the　Kolei　i　enlisting　the　term　“ima

no　gyoul’i”　was　to　contrast　the　current　situa£ion　with　meaning　of　the　law　（or　codes）

as　understood　by　the　author．　ln　contrast　to　this　method　of　arguing　critically　£o

cla的the　mea血g　of　the　law，　the　a圭m　of　the、肋α勉in　us痴g　this　method　was　to

broaden　the　author’s　own　exegesis　and　fortify　the　gist　of　his　argument．　Thas　there

was　a　gap　between　the　period　of　the　Kolei，　immediately　after　the　institution　of　the

ritsu7　yo　codes，　and　the　peried　of　the　Anafei　whose　explications　of　the　codes　were

not　limited　to　the　ayo　alone　but　which　were　organically　linked　to　the　supplementary

regulations，11yα肋，　and　procedures，論謝when　treating　theりり．
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